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　　　　　　　　　　　　　　　N　to　N・　 　　　　 　 　 　 　　や　 　 　 　 　W　　　　 　　　　　v．．　　　　　　　　　　　　　　　　e　，n　es年佐野英生氏が，微光流星の観測から指摘されたのがある．即ち1日目2300，＋
53●），3日（2310，＋54。），4日（232。，十54。），5日（235。，＋53。）の4個を得られ
ピ
??????
?
6 四分儀座流星群の観測を漿む 天界235
てるる．
　この流星の活動期は，一一月3－4日を中心とした一一ma聞位と，解せられる．他の
著名な流星群と異ることは，流星の盛な時間は甚だ短くて，僅々10時間以内
か，其他は際立って歎が少いことである．三って極大の時刻はかなり精細に判
明するわけである．瀞田清氏によれば，其の日時は地球が黄樫102．40を通過す
る時と見て居り，グ1ト氏Guthによれば，同じく102ぜ±0．10を通過する時
と推定してみる．紳田氏の結果によれば，1941年では，日本内地では朝5時孚
頃に極大に遭遇することとなる．
　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×
　さて今年（1941年差は，この流星群の活動期には月光の邪魔が全くない．正に
三年振りのチャンスである．流星課では下の通り観測計書を立てた．
　観測期間　十二月31　N　一一月7日（8日間）
　観測時間　3時一6時（長時聞の観測不能ならば4－6時，叉は5－6時を選ぶ
　　　　　とと）
　観測目的　（1）各日の出現頻度
　　　　　（2）輻射黙位置の決定
　　　　　　（2）の爲には廣硯野，低倍率の望遠鏡の使用による微光流星の観
　　　　　　測をすxめる．との目的の爲には，7．5等までを記した輻射黒占附
　　　　　　近の星圖を用意して置く．これによって輻射黙のびうがり及び
　　　　　　從屡的輻射黒山の位置を確認する．
　　　　　（3）爲眞観測
　　　　　　光度の大なるものも四四あるので，蜜観野短焦黙の爲眞機の活躍
　　　　　　を望む．
　　　　　（4）同時観測
　　　　　　同一流星の観測をなす爲150km以内の平削者と協同して行ふ．
　　　　　　今回も大阪，和歌山，竹原，瀬戸，観音寺を結ぶ瀬戸内観測網を
　　　　　　設定する．
　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×
　この流星群の観測は南竹下のものは無論，北牟球でも低緯度のものは條件が
悪い．輻射黒闇を天頂にV・たX“き得る北敏の観測者にとっては，fa　N“さへ零下何
十度目いふ極寒で観測は著しく困難なる上，英國あたりでは天候は最も悪い時
期にあたる．やはり中緯度で海洋性氣候にめぐまれてみる本邦等は，この意味
で，観測義務があると思ふ，護者の奮起を希望して欄筆する．（1940．10．20）
